
小施策の総合計画における位置付け 小施策の概要

小施策の成果指標の達成状況・評価（平成29年度実績） 今後の方向性（平成30年度以降）
★…30年度着手済または着手予定
☆…31年度以降の着手を検討

問　題　点 問題の要因分析

・魅力のある公園が少なく，公園の利活用に影響している。 ・市民ニーズが多様化し，公園を積極的に利活用しようとする市民が少ない。

★　引き続き公園活性化交流広場等によるイベント等の公園利活用を図る。
　
★　民間事業者と協働による魅力あるイベント等を開催し，市民意識の高揚を
図る。

件 ↗

・H29は前年度を下回ったものの，H27より目標値の達成を継続している。
・公園活性化交流広場の開催によりイベントの開催を促したことによる。

成　果　点 成果の要因分析

当初値 (H25) 156 H31目標値 200

指標② 公園等の利用件数

単　位 目指す方向

H36目標値 250

問　題　点 問題の要因分析

・今後の公園整備整備予算の確保。

・公園整備後の適正な運営(維持)管理。

・公園整備に係る国の交付金額の減少。

・公園整備及び維持管理に係る財源の確保。

★　公園整備の新たな手法である公募設置管理制度（Park-PFI）を活用し，民
間事業者による公園施設整備や収益施設から利益の一部を公園運営(維持)
管理に充てることにより魅力ある公園として持続的に機能の充実を図る。（Ｈ30
～Ｈ31：1公園）

☆１　整備予定の公園において，公募設置管理制度（Park-PFI）を活用できる
かマーケットサウンディングを実施し，事業化に向けて検討する。

☆２　地域住民が利用する身近な公園については，自分たちの公園という意識
をもってもらい，その管理を自主的に行ってもらうことを念頭に公園整備を実施
する。

☆３　区画整理地内において，未整備のまま放置される公園が増えないよう計
画的に整備を進める。

ｍ2/人 ↗

・公園整備等により，一人当たりの公園面積が増加した。
・大規模な公園の整備を進めたことによる。

・民間宅地開発等により公園が整備されたことによる。

成　果　点 成果の要因分析

当初値 (H25) 11.3 H31目標値 12.0

指標① 一人当たりの公園面積

単　位 目指す方向

H36目標値 12.0

市街地,その他の市域，市民・民間事業者 憩いや安らぎ，交流の場としての公園の整備や活用が図られる。

実績値の推移 実績の評価 評価を踏まえた取組の方向性

7260

対象（誰（何）を対象として行うのか） 意図（対象をどのようにしたいのか）

小施策 26-3 都市公園の整備と利用促進
評価
シート
作成者

藤村　幸道 内線 7261

【小施策評価（平成29年度実績評価）】

基本
目標

4 人が集い活力を生むまちづくり
小施策
主管課等

公園みどり課
現状と課題（総合計画実施計画から転記） 取組の方向性（総合計画実施計画から転記）

　快適で住み良い都市環境形成のため，都市公園や緑地等の整備を推進し，盛岡の緑に対する市民意識の高
揚や公園等の利活用の向上に努める必要がある。特に盛岡城跡公園については，公園と史跡の整備やイベン
トの開催などにより内外に魅力を発進し，お城を中心とした賑わいのあるまちづくりを進める必要がある。

　憩いや安らぎ，交流の場として，また，災害時の避難場所として公園整備を推進するとともに，利用の促進を図
る。

施策 26 都市基盤施設の維持・強化
評価
責任者

森　勝利 内線
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